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《会議録》 
〔会議名称〕 第 98回 市川市廃棄物減量等推進審議会 
〔開催日時〕 令和 7年 3 月 24 日（月）14 時 00分～15 時 10分 
〔開催場所〕 市川市役所 第 1庁舎 5階 研修室 
〔出席委員〕 伊藤康委員、松本定子委員、稲葉健二委員、にしむた勲委員、 

宇仁菅伸介委員、武藤良博委員、井上好子委員、藤城博樹委員、 
安藤紀美代委員、篠原武義委員、宮方英二委員 

（以上 11 名） 
〔事務局等〕 (1)環境部            佐原部長、品川次長、仙波次長 
       (2)総合環境課             西倉課長、的場主幹、小林主幹、 

逸見副主幹、小谷主任、中村（会）任用職員、 
松井（会）任用職員 

       (3)自然環境課       小川課長 
       (4)生活環境保全課     北市課長 
       (5)清掃事業課       青田課長、大坪主幹 
       (6)クリーンセンター建設課 酒井課長 
       (7)クリーンセンター    峠越所長、宮川副参事 
〔傍聴者〕  2名 
〔会議次第〕 (1) 開会 

(2) 審議事項 
・今後のプラスチックごみ収集体制の見直しについて 

       (3) 報告事項 
         ・家庭ごみの指定袋に関するアンケート結果について 
       (4) 閉会 
〔配付資料〕 資料 1  ごみの減量と資源化に向けたプラスチックごみ収集体制の見直し 

について 
資料 2 家庭ごみの指定袋に関するアンケート結果について 
              

〔会議概要〕 配付した資料に基づき、事務局から説明及び報告を行い、これに対して各委
員が意見や質問を申し述べる形式で審議会を進めた。 
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〔会議詳細〕 
【開 会】 午後 2 時 00 分 
的場主幹：総合環境課の的場でございます。皆様ご多忙の中、お集まりいただきまして、

ありがとうございます。会議を始める前に、本日の資料の確認をさせていただ
きます。 
会議の次第、資料１ごみの減量と資源化に向けたプラスチックごみ収集体制の
見直しについて、資料 2家庭ごみの指定袋に関するアンケート結果、審議会委
員名簿と環境部職員名簿、本日の席次表 
以上となっております。不足はないでしょうか。よろしいでしょうか。ありが
とうございました。 
なお、本日はテーブル 1台に 1 つのマイクをご用意しています。複数のマイク
の電源が入っているとスピーカーから雑音が発生する場合がありますので、恐
れ入りますが、発言をされる時以外はマイクの電源をお切りいただくよう、お
願いいたします。 
それでは、会議の議事進行は、伊藤会長にお願いしたいと存じます。 
よろしくお願いいたします。 

 
伊藤会長：ただいまから令和 6 年度第 2回市川市廃棄物減量等推進審議会を開催いたしま

す。本日の会議を始めるにあたって、事務局から報告事項がありましたらお願
いいたします。 

 
的場主幹：本日の会議につきましては、 

大石委員、宮崎委員、及川委員から「欠席」のご連絡をいただいております。 
 また、出席予定でまだお見えになっていない委員が１名いらっしゃいますが委
員１５名の方の半数以上がご出席されていますので、当審議会規則第３条第２
項に定める会議開催の要件を満たしており、本会議は成立いたします。 
次に、本日の審議会の公開・非公開の取り扱いにつきましては、本日の議題の
中には、非公開情報が含まれておりませんので、市川市審議会等の会議の公開
に関する指針では、公開の扱いとなっております。 
以上でございます。 

 
伊藤会長：事務局の報告のとおり、本日の会議については、公開することとしてよろしい

でしょうか。 
    ― 各委員「異議なし」の声で承認 － 

 



3 
 

それでは公開することといたします。傍聴希望者がいましたら、入室してくだ
さい。 

 
的場主幹：本日傍聴を希望される方が 2 名いらっしゃいます。 

傍聴希望者にお入りいただきます。 
 

【議題】（資料 1 ごみの減量と資源化に向けたプラスチックごみ収集体制の見直しについて） 
伊藤会長：それでは、早速ですが議題に入りたいと思います。（１）今後のプラスチック

ごみ収集体制の見直しについて、事務局よりご説明をお願いします。 
 
西倉課長：総合環境課西倉と申します。私から資料に沿ってご説明させていただきます。 

まず初めに資料１に入る前にこのテーマを取り上げるに至る大きな目的をご説
明いたします。前回の審議会ではテーマを進めていく上でのご意見を伺ったと
ころですが、改めて目的を明確にしたうえでご審議いただければと思います。
それでは本議題の背景でございます。市川市では、現在クリーンセンターの建
て替えを控えており、令和１３年１月に次期クリーンセンターの稼働を予定し
ております。次期クリーンセンターは、将来人口やごみの減量・資源化等を考
慮して設計しているため、現クリーンセンターよりも小容量の設計となってお
り、焼却処理量は、１０３，０００トン以下で設計しております。 
近年の焼却処理量は 約１１万トンで推移しており、稼働までには７，０００
トン近くを減量する必要があります。そのためには、ごみ収集に関する様々な
課題を総合的に解決して、現在の収集体制を再構築していくことが必要となり
ます。 
そこで、講じていくべき対策の一つとして、これまでにも市の課題であった 
燃やすごみに含まれる資源化できるごみについて取り組むこととし、プラスチ
ックごみの分別について検討を進めているところです。前回の審議会ではこの
テーマを進めていくうえでプラスチック製容器包装類収集の課題と市民に行っ
たアンケート結果について、委員の皆様から多くのご意見を伺ってまいりまし
た。その、前回の審議会のご意見を整理し、また市の課題を整理し解決に向け
た解決策をまとめました。 
それでは、ここからは資料１を用いて説明してまいります。資料構成としまし
ては、プラスチックごみの収集に対して３つのテーマに沿ってこの問題の解決
に向け検討しました。 
検討するテーマとしては、資料左から「プラスチック製容器包装類の収集体
制」「資源化率」「次期クリーンセンター」の３つになります。 
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説明の順序としましては、左から順に１の現状と２の課題を合わせて説明後、
３の対応方針、４の解決策、５のスケジュールの順で説明いたします。 
はじめに収集体制の現状でございます。 
平成１４年の１２分別以降、「ペットボトル」と「プラスチック製容器包装」
を一緒にして週１回の混合収集を行っており、収集後は中間処理施設で選別・
ベール加工し、日本容器包装リサイクル協会に引き渡して資源化されておりま
す。 
なお、ペットボトルについては一部、市役所や大柏出張所などで拠点回収を実
施しております。また、過去には八幡を含む市内４地区で市民の皆様のご協力
をいただきながら、ペットボトル単独収集の実証実験を行いました。 
その結果、単独で排出されたものは異物混入が少なく、資源物としての品質が
向上した、といった結果が得られております。今回の収集体制の検討に向けて
大きな足掛かりとなっております。こうした収集体制の課題でございますが、
再資源化した際のプラスチック製容器包装の評価が「ランク D」と評価されて
おり、品質として最低評価となっていること、また、これまで長年にわたって
周知してきたにもかかわらず根付いていない適切な排出方法をどのように浸透
させるかといったことが課題であります。 
右に移りまして、「資源化率」についてです。 
市で策定している市川市一般廃棄物処理基本計画（いちかわじゅんかんプラン
２１）では計画の目標値として資源化率３０％以上を掲げております。令和５
年度末の資源化率は１９.5％となっており目標達成には困難な状況でありま
す。プラスチックごみの中で、製品プラスチックについては、市川市では現
在、燃やすごみとして焼却処理をしており資源化はしておりません。 
こうした現状における課題でございますが、目標と実績の１０％程度の乖離を
限られた時間の中でどのような対策で目標達成を実現していくのかが課題であ
ります。その一つの策として国が施行したプラスチック新法で追加された製品
プラスチックの再資源化についてどのように対応していくかが検討課題であり
ます。 
次にその右の次期クリーンセンターについてです。 
現状としましては、次期クリーンセンターは令和１３年１月の稼働を予定して
おります。 
その課題でございますが、このクリーンセンターは、本市の計画であるじゅん
かんプラン２１の目標達成を前提とした処理能力であり、前でご説明しました
とおり稼働開始までにごみの減量・資源化の取り組みを一層強化していかなけ
ればなりません。 
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こうした３つの課題に対する対応方針として、市川市では次期クリーンセンタ
ー稼働開始に向けて、プラスックごみを取り巻く減量・再資源化等の諸課題を
総合的に解決してまいりたいと考えております。 
そこで、この対応方針に沿って、３つの課題についてそれぞれ解決策を検討い
たしました。 
左から収集体制については、現在混合収集しているペットボトルとプラスチッ
ク製容器包装の分別収集の実施です。 
こうすることで、ペットボトルが収集の段階で分けて出されるため、プラスチ
ック製容器包装に混入することがなくなり、品質評価の改善につながることが
期待できます。 
また、前回の審議会においても、委員の方から「分けて出すようになるとよ
い」とのご意見もございました。これを進めていくことになった場合、ペット
ボトルの排出方法、プラスチック製容器包装の排出方法、中間処理施設の確保
などについて検討していくことになります。これまでの集積所の収集以外にも
様々な収集方法を検討していくことも並行して進めてまいります。 
次に資源化率についてです。 
こちらについては、プラスチック新法で追加された製品プラスチックの再資源
化の実施により、燃やすごみから製品プラスチックが除かれ、燃やすごみの減
量効果とプラスチックの資源化の向上が見込めます。 
また、前回の審議会においても、委員の方からカーボンニュートラルに向けて 
二酸化炭素を排出するプラスチックは取り除いていくことについてのご意見も
ございました。 
次期クリーンセンターについては、引き続き円滑な事業を進めてまいります。 
その下は、これらの解決策を進めていった時のスケジュールの全体像になりま
す。 
最初にご説明しましたように令和１３年１月の次期クリーンセンターの稼働ま
でにこれらの対策などを講じて燃やすごみの減量を進めていかなくてはなりま
せん。 
昨年から審議を始めたこれらのプラスチックごみの収集体制について検討を進
めつつ制度設計を行っていく中では、収集曜日も検討し収集日の設定をしなけ
ればなりません。 
現在、新型コロナウイルス感染拡大防止のために実施されている燃やすごみの
臨時収集についてもこれらの収集体制の再構築と併せて検討していくことも考
えております。 
いずれにしましても令和１３年１月までにはこれらの課題を整理し実行してい
くことを考えていかなければなりません。 
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全体の説明は以上となりますが、今回、委員の皆様にはこれらの検討課題につ
いて市が考えた解決策をそれぞれの立場から考えられる課題やご意見をお聞か
せいただき、次回の審議会に向けて解決策案を提案できればと考えておりま
す。 
収集体制ついては、具体的には、ペットボトルとプラスチック製容器包装の分
別収集の効果や考えられる課題、市民目線での心理感覚や負担、ごみ出し時に
考えられる課題など実施にあたって考えておいた方がいいことなど様々なご意
見をいただければと思います。 
また、資源化率については、製品プラスチックの分別収集における専門的知見
や市民目線で集積場のごみ出しとして考えてほしいこと、実施にあたって考え
ておいた方がいいことなど様々なご意見をいただければと思います。 
説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 
伊藤会長：はい。ありがとうございます。背景ですとか前回の審議会で出た意見等を踏ま

えて的確にまとめているかと思います。それではこの課題につきましてご意見
等がありましたらお願いします。 

 
松本副会長：松本でございます。ここまでしっかりまとめていただいてありがとうござい

ます。私も一週間ほど前に資料をいただきましたので、町会での集まりで結そ
の時に話をしました。みなさん、私と同じ意見で、是非収集を分けてほしいと
いうことで、ペットボトルだけ別の日の収集にしたらみんなすっきりといくと
いう声が大半でした。周辺でもきちんと話しましたけれどちゃんとペットボト
ルだけ別にしている施設もある。それを考えた時ペットボトルだけ別の収集場
所にいくのは大変なので、できればいつもごみを出しているところに出せたら
最高だということです。そのかわりペットボトルだけ別の回収ということであ
れば専用のごみ袋を用意してほしいと、そこまで話が出てきましたのでぜひそ
れを検討していただければありがたいです。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
宇仁菅委員：確認ですけれど、前回も申し上げたかと思いますが、次期クリーンセンター

の建設には環境省の循環社会形成交付金は使われるのでしょうか。 
 
酒井課長：クリーンセンター建設課長です。循環型社会形成交付金は使う予定です。 
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宇仁菅委員：そうだとすると、県庁を通して最終的には環境省に確認していただきたいの
ですが、製品プラスチックは、分別してリサイクルすることが交付金を出す要
件になっていたかと思いますので、それは注意していただいてタイミングが合
うように、交付金をもらうタイミングで分別の計画が何もないともらえないと
思いますので、スケジュールを検討していただいて、遅れないように、対応し
ていただく必要があります。 

 
酒井課長：クリーンセンター建設課長です。今後は、地域計画の見直し及び県の方にも確

認しながら引き続き調整していきたいと思います。ありがとうございます。 
 
伊藤会長：ありがとうございます。いかがでしょうか。 
 
武藤委員：武藤です。説明ありがとうございます。本当によくまとまっているなと思いま

す。いくつか確認をお願いします。まず収集体制の現状で、中間処理施設で選
別ベール加工後とありますけれども、まずペットボトルとプラスチックをとい
うことになると、これはラインが別になるのでしょうか。 

 
峠越所長：クリーンセンター所長でございます。実際に分別するとなりますと、現状では

レーンは 1 つで働いておりますので、別な形のラインを設けるか、1 つのライ
ンで交互に、運転をするかというような、どちらかの方法になるかと思いま
す。以上でございます。 

 
武藤委員：ありがとうございます。資源化率の向上というところで、プラスチック製品プ

ラスチックの再資源化ということになると、さらにラインが増えるというよう
に考えるのですがよろしいですか。 

 
峠越所長：クリーンセンター所長です。おっしゃる通りで新たな製品プラスチックという

形の分別となりますと、設備の改修等が必要になってくると思います。以上で
す。 

 
武藤委員：ありがとうございます。今後、製品プラスチック等、容器包装プラスチックを

どのようにそれぞれ分別して出すのか。ペットボトルを分別し、プラスチック
製容器包装と製品プラ、こちらを混合収集されるのか、今後の検討だとは思う
のですが、その点においては次期クリーンセンターの構想にはまだ盛り込まれ
てないと思うので、今後そういった視点からも、じゅんかんプラン 21、こちら
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の方を見直しされるのか、その辺りしっかり検討していっていただきたいと思
います。 
スケジュールの中で、令和 6年度から検討、また審議会への意見聴取等、令和
13 年 1 月からクリーンセンター稼働開始というところで、収集体制の再構築が
その直前まで、と示していただいているのですが、多分市民の方々への周知期
間はかなり取らないといけないかと思います。ペットボトルのキャップラベル
をきちんと外して、プラスチック製容器包装の方に入れていただく。そういっ
たところをきめ細かく対応していただければよろしいかと思います。また検討
の期間が、ペットボトルとプラスチック製容器包装の分別収集と製品プラスチ
ック再資源化の時期が少しずれてはいるのですけども。市民の方々からする
と、どのように出すのか、ペットボトルは別で、プラスチック製容器包装と製
品プラスチックはどのように出していくのかというところが、結局一体的に検
討していかないと、全体像というのが見えにくいところがありますので、その
あたりは今後しっかりと対応していただければよろしいかと思います。以上で
す。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。なにかリプライはございますか。 
 
西倉課長：総合環境課長です。ありがとうございます。今のお話を伺って、やはり色々な

時間差が出てくるかと思うので、そこの組み合わせについて市民に混乱のない
ように、我々の方も注意しながら、周知期間も含めて、進めたいと考えており
ます。ありがとうございました。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
にしむた委員：にしむたです。再資源化という意味ではこの左 2 つを、実行するといいと 

思うのですが、課題として考えられることとして、実施した場合に、今の 12 
分別がいくつになるのかわかりませんけれども、さらに分類が増えるというこ 
とになると思います。以前に調べたことがあるのですが、自治体によって分 
別の種類というのは多種多様で、少ないところもあれば多いところもあり、多 
いところは 20 分別しているところがあります。多くあればいいかというと、 
必ずしもそうではなく、多すぎると訳がわからなくなり混入してしまうことに 
つながります。 
最適な分別が何分別かというのは明らかではないのですが、その辺で増やした
場合に、効率的にしっかり対応していくことについてどう考えるのかというの
が 1つ目の質問です。 
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もう 1 つ目は、そうすると市民の側からいくと、手間ももちろんかかるし、そ
の再資源化に協力しようということで同意いただいて、協力していただけると
思うのですけれど、もう 1 つ、コストの部分で、袋がまた別に 1 個増えるの
で、例えばペットボトル用だったらペットボトル用の袋を買わないといけな
い。その分コストがかかるといったところをどう考えるかと言うことについて
見解を伺いたいと思います。質問は以上 2つです。 
また、1つ提案ですけれども、確かにペットボトルの出し方っていうのは、完
全に理解している方はなかなか多くはないと思うので、今回もしペットボトル
用の指定袋を作るのであれば、袋に出し方を書けばいいのではないかなと思い
ます。そうすれば、誰が見ても出すときにそれを見ればわかると思います。以
上よろしくお願いします。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。 
 
西倉課長：はい。今のご質問にお答えさせていただきます。 

分別の複雑化といったところに関しましては、資源化できるものを、資源化で
できるだけ頑張っていかないとやはり、燃やすごみの量が、減っていかないと
いう現状があるかと思います。そのため、このあたりのところは市民の皆様に
は負担になるのは重々承知しておりますが、なぜそういったのが必要かといっ
たところをしっかり理解していただくことも、我々は汗をかいてやっていかな
ければいけないところかなと思っております。 
そういったところでの市民への周知や、曜日に関しても、どうしても出す種類
が多くなると、重なってきてしまう曜日とかもあるかと思うのでそれはまた今
後うまく調整しながら収集体制を整えていく時に配慮しながら進めていく必要
があるかと認識しております。 
また袋のコストに関しましては、現状、この収集体制ではプラスチック製容器
包装類としてペットボトルと容器包装を一緒に入れる袋になっておりますが、
出す曜日をしっかり分かってもらえれば、1 つの方法として今の袋のままでプ
ラスチック製容器包装類の袋が使えるという考え方も 1 つあるかと思います。 
ごみを出す曜日がわかりにくいということであれば、指定袋を新たに作る必要
性も含めて考えていかなければいけないところかなと、そういったところはや
はり市民の皆様の意見をわかりやすい方法で、どういったものがいいのかとご
意見を伺うアンケートなどもありますので、そういった方法で確認しながら進
めていくことはできるのではないかと考えております。 
あと袋に出し方を書く方法というご提案ありがとうございます。そういった方
法もあるかと思います。やはりこの辺が周知方法として、なかなか我々の方も
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一生懸命伝えてはいるのですが伝わらない部分等というのは、1 つの工夫とし
て検討させていただければと思います。ありがとうございます。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
安東委員：前回お休みしましたので、ちょっと様子がわからないのですが、今までやって

きた中で、私たちのグループとか色々な、自治会でのグループ活動みたいなと
ころで、ペットボトルとプラスチック製容器包装というのは指定袋が 1枚しか
ないのですけども、私たちが出すときは少し白い袋の中にペットボトルだけを
入れて排出するときは、指定袋でないといけないからその中にそれを一緒にた
くさん出す方と、少しだけ出す方がいるので今までは白い袋の中に、プラスチ
ック製容器包装の指定袋に入れるっていうことがほとんどで、それでうまくい
っています。 
それを変えるということは、今あるプラスチック製容器包装類の指定袋を使っ
て、ペットボトルのものだけを別にするということであれば、やはり現状のプ
ラスチック製容器包装類の指定袋と同じような袋でないと、資源ではなくごみ
の方に出すと思います。私たち市民としては、だからごみ袋をあまり変えない
で、同じ種類の袋に入れて、別の収集にしてもらうということを明確にしても
らえば、よろしいのではないかと思います。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。 
 
西倉課長：ありがとうございます。いろんなやはりそういったご意見は貴重だと思います

ので、そういったご意見を伺うなど、コストの面でそういった点も考慮しなが
ら総合的に検討してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

 
伊藤会長：他にございますか。 
 
稲葉委員：前回は欠席したのですけども先ほどのまとめを聞いて大体理解をいたしまし

た。まず考え方として、ペットボトルとその他のプラスチック容器の再資源化
を同時に考えるのではなくて、まずやりやすい方の、例えばペットボトルだけ
を先にそういう形を作っていくなど、1 つ段階を分けること等をしていかない
といけないと思います。つまり製品プラスチックの再資源化と一緒に分別を進
めようとすると、全てがわかりづらくなってしまう恐れがあります。ペットボ
トルの回収に関して、松戸市は完全にごみとしての回収に出さないで、ペット
ボトルだけの回収を別に行っており、資源の日に出すのかごみの日に出すの
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か、考え方を整理する必要があります。今は、プラスチック製容器包装類と一
緒にペットボトルが出ていますが、ペットボトルだけを資源の日に出せれば、
最初からわかりやすくなります。また袋についても、特定のものを使わなくて
も出せるような形をとることも可能になると思うし、今の拠点回収で、ペット
ボトルがせっかく綺麗な品質でいいものを収集したとしても、中間処理をする
段階で途中から混ぜてしまっているような状況では、その点を整理することを
同時に行っていかないといけないのではないかと思います。ペットボトルを資
源としてまず抽出するという考え方を整理した上で、今後、製品プラスチック
をどうしていくかという形を理解していく段階を経てやることと、資源の日に
ペットボトルを出していただくという形は、松戸市では集団資源回収の対象と
してペットボトルの回収が行われているという形をとりいれているということ
ですから、当然市川市でもできるものと理解しています。以上です。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。 
 
安東委員：確認ですが、今の話によると、プラスチック製容器包装は資源ではないのです

か。 
 
西倉課長：資源です。 
 
安東委員：であれば、ペットボトルとプラスチック製容器包装は同じということでよろし

いでしょうか。ただ、ペットボトルは使い道が違うからそういうふうに分けて
欲しいっていうことで別に資源化しており、プラスチック製容器包装はごみで
はなく資源化しているということでよろしいでしょうか。 

 
稲葉委員：少しよろしいでしょうか。 

誤解を受けるといけないのですけども、プラスチック容器包装類も資源化して
いるのですが、全部が資源にならないでペットボトルの再資源化に異物として
処分されなければいけないものも混じっている現状があります。ペットボトル
に関しては基本的に適切な出し方をすればすべてが資源になっていくという考
え方で分別していくべきという考えです。 

 
安東委員：では今、私たち、12 分別という分け方をずっとしているのですが。その資源の

プラスチック製容器包装の中には、資源として使われないものがあるというこ
とですか。 
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稲葉委員：その辺りについては、市の担当者に聞いた方がいいと思います。 
 
西倉課長：資源の方法というのは普通に水平展開していくものもあれば、ものによっては

燃料として使われるケースもあります。それも、サーマルリサイクル、ケミカ
ルリサイクルだとか、そういういろんな分類があるのですけども、そういう使
われ方をして、ペットボトルのようにまた同じものに、繰り返されるものでは
ないものも、プラスチック製容器包装の中で出てくるわけです。 
結局、燃やす燃料になるものもあります。そのため、ペットボトルとその容器
包装の資源化としての使い道にその違いは出てきます。 

 
安東委員：プラスチック製容器包装の中には、私たちが剥がしたものや、ビニール袋等を

入れています。ペットボトルを完全に別にきちっと袋の中に入れて出している
わけです。ただそのプラスチック製容器包装の中に資源化されていないものが
あるのかとお尋ねしています。今まで出しているプラスチック製容器包装の
中、ペットボトルは全然別な話で、私達はプラスチックのペットボトルという
ものは、プラスチック製容器包装と別に出しています。それが資源物になって
いないということですか。 

 
西倉課長：すべては資源に回っています。ただその用途が変わってくるというだけです。 
 
安東委員：ペットボトルと別にして、プラスチック製容器包装の中には資源物とごみの方

に回るものがあるということでしょうか。 
 
西倉課長：ごみにはならないです。基本的にはすべてが資源になるのですけれども、その

容器包装に関してはまた使い道がペットボトルのように同じ製品にリサイクル
されるということはないです。 

 
安東委員：それはわかります。 
 
西倉課長：なので使い方が違うだけですべて資源にはなっています。 
 
安東委員：そういうことであれば、資源日を変えなくてもそのままでもいいということで

すか。 
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伊藤会長：このいただいた資料の収集体制の 2の課題のところで、小さい字でプラスチッ
ク包装容器の評価ランクD のところをご説明いただくと今の話も少しわかりや
すくなるようですので、ご説明いただけますでしょうか。 

 
品川次長：補足します。ここで言っている評価ランクの話ですけれども、厳密なお話をし

ますと、回収したプラスチック製容器包装はすべてリサイクルにまわしたいの
です。ただし、出している袋によっては禁忌品、本当は入れてはいけないよう
なものとかが入っているので、そういうものを取り除く作業があります。 
次に、市川市の場合は、混合収集ということでペットボトルと一緒に出しても
らうのが原則ですから、この中間処理施設でペットボトルを取り除いて、ペッ
トボトルのコース、それとプラスチック製容器包装のコースで分けて出してい
ます。ペットボトルはおっしゃったように、きちんと分別できているので比較
的状態の良いものが出荷されます。 
ただし、プラスチック製容器包装の方は、市川市はまだペットボトルとの分別
が完全にはできてないことから、どうしても中に残ってしまう。取りきれない
と、ランクが下がってしまうという事態が起きています。これはなぜかといい
ますと、2 つあります。 
まず皆様に出していただく際に我々の方は一緒でいいですと言ってしまってい
ることが 1 つございます。もう 1つは、それを分別する工場、民間の施設に頼
っているのですけれども、限られたラインの中で、取ろうとすると限界がある
ので、その工程が品質を左右しています。これが結果的に資源物のランクに響
いているということです。もともとの目的は全部資源化しようとして回収をし
ています、ということでご理解いただけますでしょうか。 

 
安東委員：それでは、市民はすべて分別をしっかり行って出せばいいということですか。

出すのは私たちですから、元がきちっと分別して出していればそういうフロー
がないということでしょうか。 

 
品川次長：はい。 
 
安東委員：市民としてはそれをきちっとした分別方法がないといけないのではないでしょ

うか。絶対これは出してはいけないものというものを、きちんと分別しなけれ
ばいけないのでしたら、この 12 分別ができたときにすでにそういうものはきち
っと市民に言っていただかないといけなかったことではないかというふうに思
います。 
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品川次長：はい。そこは説明がまだ足りてないところ、周知が足りてない結果だと思いま
す。これは我々がこれからも続けていかなければいけない問題だと思っていま
すので、このルールを守ってください、こういうものを出してくださいという
ことをもっと言い続けなければいけないということがずっと課題になっており
ます。 

 
安東委員：それでは、市民は今まで通り市の方が言われた通りに出していけばよいという

ことでしょうか。これから収集体制を 2 つ決めていくことに対して排出する袋
が変わる等というものはその変わった時点で、私たち市民がやればよろしいの
でしょうか。 

 
西倉課長：適正な排出方法については、その時その時で我々の方できちっと皆さんお示し

しておりますので、現状ではペットボトルとプラスチック製容器包装を混合収
集していますけども、ペットボトルを出すときはちゃんとラベルを外してくだ
さい、中をすすいで綺麗な状態で出してください、という今の収集体制での最
適な情報を皆様にお伝えしております。当然のことながらこれを分別すること
になれば、その排出方法等、きちんと我々も説明していかなくてはいけないと
思いますし、そこを理解してもらえるように伝えていかないといけないことだ
と思っております。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
井上委員：井上と申します。確認ですが、ペットボトルだけを回収する場所がスーパー

や、男女共同参画センター等にもあるのですけれども、そういうところに持っ
ていったものは、それはそれだけで資源化処理されるものなのでしょうか。普
段地域でやっている自治会の回収場所はペットボトル用の袋にごちゃまぜにな
って、ラベルを剥がすけれどもごちゃまぜに入れていますよね。それを中間処
理で分別しているのでしょうか。だからそこを今、稲葉委員たちもおっしゃっ
ているように分別、同じ袋でも、曜日とか、そのペットボトルだけにすれば、
ペットボトルは割と剥がすのも定着してはきていると思います。私もその製品
プラスチックというものが、なかなか理解できず、表示を見ながら入れるけれ
ども、プラスチックだけ入れてしまうわけです。 
その製品プラスチックの分け方について市の職員にお尋ねしたこともあるの
で、多分市民にもプラスチックごみの分別は割とわかってきていると思います
が、製品プラスチックの分別方法がもう少しわかりやすかったらいいかと思い



15 
 

ます。それでこの前もお尋ねしたのですけれども、スーパー等に出したペット
ボトルはどこに行くのでしょうか。 
男女共同参画センターにも置いてあるプラスチックペットボトル用の袋はどこ
に運んでいくでしょうか。 

 
西倉課長：スーパー等の事業者で回収しているものについては事業者の方でリサイクルの

方の契約を結んで、資源化処理等やっておりますので我々のところとはまた別
のルートで、その先というのは、まだ我々も把握しておりません。ただし資源
化に進んでいることには間違いないです。 

 
井上委員：きちんとしていますよね。洗って入れています。 
 
西倉課長：そうですね。そういう集め方をしているので非常に綺麗な状態であると思いま 

す。 
我々としても、ペットボトルとプラスチック製容器包装を一緒に集めているの
で、やはり市民感情としてペットボトルにどうせ集めているのだから、ラベル
なんか剥がさなくていいとか、キャップつけたままでも、同じ袋で集めている
からいいって市民感情働く可能性も十分あると思うのです。それを分けること
によって、やはり今度はそれを適切に出そうという心理も働いて綺麗なペット
ボトルなり、あとはちゃんとそういう剥がすっていう意識が働くというところ
でこういった分別の方法がいいのではないかということで今回こういった解決
策の案として出させていただいております。 

 
峠越所長：クリーンセンター所長でございます。少し補足させていただきます。安藤委員

と井上委員がおっしゃったように、プラスチック製容器包装は 20 年以上前から
始めており当時から資源物です。これは間違いなく資源物として回収するもの
です。市川市内については収集効率を考えた中で混合収集としております。ま
た、集積所に置かれたときに軽い袋ですので風で飛ばされてしまうという懸念
もあり色々なアンケートも行った中で結果として、市内は狭い道も多いところ
がございますので、ペットボトルとプラスチック製容器包装は一緒に回収して
おります。それぞれ資源という形で回収しています。そのような中、男女共同
参画センターで回収しているペットボトルについては、拠点回収という形で市
の直営の車が集めて中間処理施設である日鉄物流の施設でプラスチック製容器
包装類の袋の中に一緒になっているものとは別に処理しており、具体的には施
設の中で最終的にペットボトルだけをベールにして圧縮して梱包する機械に投
入し処理しております。直接ベール化するところに投入して、圧縮、梱包して
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いますので、他のものと混ざることはないです。井上委員がおっしゃっていた
だいたように、ペットボトルだけだと簡単ですので、すぐ分けることができて
市民もやりやすくなりリサイクルにも、すぐ取り組みやすくなります。当然、
品質も良くなるかと思います。また、今、話があったようにラベルとキャップ
を外すことは、そもそも 12 分別を始める段階でなぜペットボトルのキャップを
外すのか、ラベルを剥がすのかについて、市民はどうしてなのかとの疑問があ
ることについて説明しております。それは素材がそれぞれ違うことで分けてく
ださい、外してくださいということをお願いしています。これは当時からずっ
とお願いしていることであり、当然、キャップがついたものが中間処理施設に
入ってくれば人手を使ってキャップを外します。ただ、量も多くなってきてお
りますので、その手間がすべて追いつかない状態になってしまった結果、プラ
スチック製容器包装の中にラベルが付いたままのペットボトルが混入したりし
て一緒に圧縮、梱包され固まったものが再商品化されていくことで、最終的に
品質が悪くなっているところもあります。そもそも今、言っていただいたよう
に、ペットボトルとそれぞれプラスチック容器包装は資源として回収しており
ます。そういった意味で、ペットボトルについてはキャップを外す意義、なぜ
外すのかということをしっかりと説明する中でそれぞれ素材が違うことを理解
してもらうことが必要です。よく子供の学習の中でペットボトルの中に水を入
れてキャップだけを細かくして水の中に入れて、混ぜるとキャップは浮きペッ
トボトルの本体は沈むことで素材の違いを理解してもらいます。ここで素材が
違うということを環境学習などの場において説明しておりますけれども、そう
いったことを地道に市民の方々へ周知していき、なぜを分けなきゃいけないの
か、なぜラベルとキャップを外す必要があるのかを理解して頂くことによっ
て、結果として中間処理においては人の手間も省けて、ひいてはそれがコスト
にも繋がってくるところでもあります。今後、一緒に収集するか日を分けるこ
とにするかについては、我々の中でも収集効率、出しやすさ、分りやすさな
ど、市民の方が最終的に手元から離れて資源として収集され、中間施設での処
理をイメージしていただけるように行政としては市民へ周知をしていく必要が
あるかと考えております。 
以上でございます。 
 

井上委員：もう 1つ確認ですけども、駅はビンカン等色々分けています。駅に集まったペ
ットボトル等はどこに行くのでしょうか。 

 
峠越所長：同じく先ほども総合環境課長から説明したように、それぞれ企業として独自で

資源化というリサイクルを図り、環境に配慮した形の行動をしております。 



17 
 

それぞれの会社等で再資源化の事業者と契約をして資源にしているという状況
でございます。 

  
 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 

特にないようです。これは、とりあえず委員の方々のご意見を伺うということ
で今日はよろしいでしょうか。何か方向性をということは特に必要ないという
ことでしょうか。 

 
西倉課長：そうです。こういった体制とったときに、あと、今色々お話もありましたけ

ど、集めやすさについてなど、色々な意見を出していただければそれを参考に
我々の方も、次の審議会のときにいろいろな案として皆さんどうでしょうかと
いうところを投げかけられるので、今に限らず、やって欲しいようなこと、こ
うした方が集めやすいなど、いろいろなご意見があれば出していただけると今
後の参考になるかと思います。 

 
宇仁菅委員：そういうことであれば、言い残さないように発言します。例えば、同じ県内

の他の自治体でどのようにされているかなどについて、すでにそうされている
かもしれませんが、実態を調べていただきたいです。 
また、環境省のホームページでは、千葉県内でプラスチック資源循環法の認指
定を受けて、分別されている自治体はまだなかったと思いますが、すでに全国
的には色々な自治体で認定を受けてリサイクルされていますので、参考になる
ようなところがあればぜひ参調べていただければと思います。 

 
西倉課長：はい、ありがとうございます。 

我々も先行事例や、いろいろやっている自治体に、メリット、デメリットとい
ったところも整理して、今後整理していかなくてはいけないと思っています。
貴重なご意見ありがとうございます。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
松本副会長：すみません。余談ですが、先ほど峠越さんがお話された日鉄物流って今もや

っているのでしょうか。たしか 20 年ぐらい前に見学に行ったことがありま
す。その時にすでにペットボトルだけを分別されていたのです。 
そのままずっと 20 年も経ってまだ何もされてないっていうのは本当に残念
です。それは素晴らしいかと思っていたのですけれども。あの時はペットボ
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トルだけを回収して、そのほかの製品プラスチック、これはもう関係なく除
外されていました。あのゴミは燃やすほうに行ってしまうのかと思ったのが
20 年前です。そのまま今も稼働しているのでしょうか。 

 
峠越所長： クリーンセンター所長です。松本委員がおっしゃったように現在も日鉄物流

でクリーンセンターのすぐ近くにあります。いつでも見学もできますので一度
見ていただければと思います。平成 14 年から始まった 12 分別という形につい
ては、分別品目も多くございました。市の方でもすべての自治会長の方にご連
絡をして説明等行ったりしていました。その中で始まっております。その当時
からやはり製品プラスチックは出ておりました。プラスチック製容器包装とは
どういうものか、そもそも、中身を使い切ったものや食べ切った後に最終的に
残ったものとして、トレイ或いは、ラップ類などがプラスチック製容器包装と
なります。製品プラスチックとしては、おもちゃであるとか、今よく出てくる
のが携帯的な扇風機などのようなものが分別に迷いかなり多く入っておりま
す。先ほど井上委員が言ったような形で製品そのもの商品そのものがプラスチ
ックというのは基本的には燃やすごみに入れてください。中身を使い切り最終
的に残ってしまったトレイであるとか、ラップ類、そういったものがプラスチ
ック製容器包装となります。今一度その点について、市の方では周知したいと
思います。引き続き、現在、中間処理施設は市内 1 ヶ所しかありません。 
日鉄物流という施設でのベールの品質を良くするため、禁忌品が入らないよう
な形で、市民の方にはご協力いただきたいと思っております。 
以上でございます。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
【報告】（資料２家庭ごみの指定袋に関するアンケート結果について） 
伊藤会長：それでは次の議題に行きたいと思います。 

次に（2）家庭ごみの指定袋に関するアンケート結果について、報告をお願い 
いたします。 

 
西倉課長：総合環境課長の西倉です。引き続き私の方から資料 2 の方、家庭ごみの指定袋 

に関するアンケート結果について、ご報告させていただきます。 
初めに目的です。 
このアンケートの実施に当たっては、現在の市の指定袋制度は、市川市家庭系
ごみに係る指定袋の認定基準として平成１１年１０月から開始し、ごみ袋のサ
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イズにつきましても、開始当初から現在に至るまで、特に大きな見直しはない
まま約２５年が経っております。 
こうしたことから、近年における市民のライフスタイルの変化としてニーズを 
把握するため、小容量指定袋の導入、レジ袋としての活用、二酸化炭素の削減
に向けた環境対策の視点からバイオマスプラスチック袋の導入などについてア
ンケートを実施し、今後の認定基準見直しの判断材料とするため実施いたしま
した。 
なお、調査については、本市のｅモニター制度によるアンケートを実施しまし
て、令和６年１２月１７日から２６日までの１０日間で、１，２０２名の方々
から回答をいただきました。 
その主なアンケート結果が２の主なアンケート結果となります。 
はじめに小容量指定袋の導入については今のままでよいが８割でございました
が、大きなサイズや小さいサイズを希望している方々がいることも確認できま
した。 
次のレジ袋としての活用です。 
スーパーマーケットで買い物の際にレジ袋の代わりに購入できることに対して
は、便利であると答えた方が約４割と回答の中では多かったものの、便利に感
じないといった方も２割程度の回答結果となりました。その次のバイオマスプ
ラスチック製袋の導入に関しては、こちらについても、バイオマスプラスチッ
ク製、従来のポリエチレン製、どちらとも言えないに回答が割れました。 
こうしたアンケート結果から分かったこととして、小容量の指定袋は少なから
ずニーズがあること、（２）のレジ袋としての活用に便利と感じる方が４割い
ることなどから、少ないニーズの方でも手に入るようレジ袋との合わせ技など
を検討するなど、複数のアンケート結果を組み合わせた方法なども考えていき
たいと思います。 
またバイオマスプラスチック製袋の導入についても、資料１でご説明しました
プラスチックごみの収集体制の見直しにおける指定袋の変更などと合わせて考
えていきたいと思います。 
今回のアンケートから、それぞれの取組みを研究していくうえで、市民の目線
から貴重なご意見をいただくことができましたので、いくつかご紹介させてい
ただきます。 
(1)小容量指定袋の導入では、小型のものは便利かもしれないが、ペットボトル
同様、ゴミが増えるだけの様な気がします。 
(2)レジ袋としての活用では、今のデザインのままではなく、ごみ指定袋として
も分かりやすいけど、ごみ袋にみえないおしゃれなデザインになるとレジ袋と
して抵抗なく使えると思う。 
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(3)バイオマスプラスチック製袋の導入では、環境に優しいゴミ袋は、良い事で
すが、価格が上がるのは困るなど、環境意識の高い方やデザインに関心のある
方など様々な考えの方のご意見をお聞きすることができました。 
今後は、ごみ指定袋の今後のあり方について、市民の皆様のご意見・ご要望を
踏まえたうえで、最適なごみ収集に繋がる仕組みづくりができるよう、検討を
進めてまいります。 
資料２の説明につきましては、以上でございます。     

 
伊藤会長：はい、ありがとうございます。今の件につきまして、ご質問、ご意見あったら

お願いいたします。 
 
松本副会長：アンケート結果の２ですが、レジ袋としての活用のごみ指定袋がスーパーマ

ーケット等でとありますが買い物のときに、指定袋があれば、そのまま家に
持って帰って、ごみを捨てるときに使えると思います。なので、ぜひスーパ
ー等、協議をして、ぜひ市の指定袋を導入していただきたいと思います。 

 
西倉課長：ありがとうございます。その辺りのことも色々、材料として必要性や、ニー

ズ、そういったものを確認しながら検討させていただければと思います。 
 
伊藤会長：他にございますか。 
 
にしむた委員：今のご質問に関連してですけれども、私の知り合いで市川にも店舗のある 

スーパーで勤務している人がいて、レジ袋も血のにじむような努力をして、い 
かに安くするかということをやっているわけです。販売価格は、スーパーごと 
に違うことと、これを導入するということが可能なのか、単純に市川市の指定 
袋を置いてくださいということなのでしょうか。 
一方で、スーパーのレジ袋の価格もそれぞれ違うわけですから、それとの整合
性についてどのようにするか現時点で考えているのでしょうか。 

 
西倉課長：指定袋に関しましては、我々の方も金額の指定というのは、現状しておりませ

ん。業者の方の市場価格で、ご自身で決めていただいているというのが現状で
す。 
そのため、やはり今考えられる方法としては、同じような手法をとりながらレ
ジ袋の金額設定をしていくのではないかと思います。 
一方で、ちょっと話が変わるかもしれませんけども、やはり小容量の指定袋を
欲しいというニーズもあって、今回のアンケート結果でもご高齢の方や単身世
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帯の方は小容量の指定袋が欲しいといったこともあります。そのため、例えば
そのレジ袋の小容量のものだけを、スーパーでレジ袋として購入していただい
て、必要なニーズの分だけ、そうすれば捌けますので、そういったやり方など
も 1つの手法としてあるのかと考えております。 
ですが、いろいろなコストのお話とかも含めて、総合的に考えていかないとな
らないと思いますので、いろいろなご意見等も参考にしながら我々も、スーパ
ーのレジ袋に活用していいのかそれともその必要性はないのか、そういったこ
とも含めて考えていきたいと思います。ありがとうございます。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 
 
井上委員：今の袋の大きさに関係して、難しいと思いますが、マンションが多いところ、

子供さんが多いところなど、地域別みたいなものがあるのではないか、私の自
宅は大町の方で、年寄りが多いから、高齢者用の紙おむつとかがすごくかさば
りいっぱいになってしまいます。 
またお子さんの小さい世帯などは、これは収集の方に、お聞きした方がいいの
でしょうか、私の自宅の方は、木が多いから切った木の材木が多いです。それ
を出されるのが、だから紙袋というか、そういったものを袋の大きさというの
も関係して思ったのですけれども。住まわれている方が、高齢者なのか、お子
さんが小さいとか、マンションの方とか、そういう地域別の住民の構成によっ
て、ごみの出し方も違うかなと感じております。すごいたくさんあるときは、
だんだん高齢者が増えてきたと感じます。私の方の地域は自治会加入者が少な
くなってきました。子供がいなくなったら、ごみが少なくなってきました。そ
ういう人口構成っていうのはこの市全体の問題なので、難しいかと思います
が、日頃感じていたことです。 

 
西倉課長：ありがとうございます。 

やはり今のライフスタイルや年齢の違いというのは当然ある話で、アンケート
などをとるとよくわかります。その他、製造業者にもアンケートをとるとやは
り、小容量の指定袋はやはりニーズが少ないので、業者としても作るのを嫌が
る業者が多いです。そうすると大量に作ったところで売れないとどうしようも
ない話になってくるので、先ほどの繰り返しになりますけども、例えばそこの
小さい袋だけをレジ袋で、買い物用として必要な人が買っていけるような、仕
組みを作る等、そういったニーズもあるのではないかと考えるところもありま
す。工夫次第でそういった方たちのニーズに応えられるという方法もあると思
うのでその辺も含めながら考えたいと思います。ありがとうございます。 



22 
 

 
稲葉委員：指定袋の大きさだけを考える前に、今後、ごみの減量を考えていくとか、収集

の回数を 3 回から 2回にしていくとか、こういうことも議論していかないと、
今のままの大きさだけの判断ではなくて、今後現状していくのであればもっと
小さくてもいいとかで、回収回数が少なくなるのだったら大きい方が、という
議論も当然並行して考えないと思います。ここで大きさだけを見るわけではな
くて、プラス、やはり世帯の構成でやはり、よくプラスチック製容器包装類が
非常に出る子供たちが多いところとか、あと、例えば、まめにトレイをスーパ
ーの方に持って行って出している方のプラスチック製容器包装は少ないなど、
やはり考え方と世帯の構成で同じ括りでは判断できないものがいっぱい出てく
ると思います。ですから、まず、この指定袋を大きくする小さくするとか、例
えば、バイオマスとかでそのまま出せるとかそういうことであったら非常に効
果的かなと思うのですけど。ただ、小さいサイズをニーズがあるから作ること
も別に否定するわけではないですけど。ただ、大きさの大小っていうのは、今
後の市川市がじゅんかんプラン 21 でどうしていくのかということも含めて考え
ないと、ここで今大きさを大小決めてしまったら、やはりやりづらくなって結
局元に戻すとか、そこも議論しないといけないかと思います。 

 
松本副会長：今、稲葉委員の方からお話がありましたように、燃やすごみの収集回数が、

前回も提案しましたけども、今 3回になっていますよね、なのでそれをぜひ、2
回に戻していただいて、指定袋の大きさを決めていただければと思います。 

 
西倉課長：確かにそういった課題がまだ積まれています。臨時収集という形でまた 3 回に

して、どのタイミングで 2 回に戻すかといったところも課題としてございます
ので、先ほど冒頭の説明で、資料 1 の方の説明でも入れさせていただいたので
すけれども、やはりペットボトルとプラスチック容器包装が、例えば、分けて
出すようにしますというとやはりその分 1日どこかが負担になってきてしまう
ので、例えばその 3 回のところの 1 回を 2 回に戻して、そこに組み込むとか、
そういうことも 1週間の組み立ての中で考えることができるのかというのもあ
りますので、この辺とセットで考えていきたいと思います。ありがとうござい
ます。 

 
稲葉委員：結局さっきのプラスチック容器包装の中にペットボトルを外へ出すとすると、

この容器包装類の袋はもっと少なくてとか、もっと小さくても大丈夫なよう
に、その分、ペットボトルだけが独立して出ていけば、そこの部分のニーズも
変わるわけなのです。 
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ですから、その資源の出し方 1 つでも、そのスタイルが変わるのと袋の大きさ
もイコール必要性と、そして回数が、臨時収集が 2 回になったときには、どう
いう形がいいのかもきちんと議論して、それを並行させないと単なる大きさの
対象を議論するのは良くないと思います。 

 
西倉課長：ありがとうございます。その辺りも含めて、やはり 2 回に分けて出すのは前回

審議会の中でもペットボトルとプラスチック製容器包装を家の中に置いておく
と、1 日でかさばる、１日家に置いておく負担が多いという話もありましたの
で、それを分けることで心理的な負担の軽減ができると思いますので、その辺
りも含めてトータルで考えていけたらいいと考えております。 

 
伊藤会長：ありがとうございます。他にございますか。 

それでは、今の議題２だけではなくて、先ほど議題１に関しても言い忘れたこ
と等があればお願い致します。 

 

【開 会】 

  
伊藤会長：特にご意見がないようですので、本日の会議はこれで終了とさせていただきま

す。令和 6 年度第 2回市川市廃棄物減量等推進審議会を閉会致します。皆様お
疲れ様でした。 

 
（閉会：午後 3時 10分） 

令和７年５月２４日 


